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令和３年10月定例会  滑川市教育委員会会議録 

 

１ 開 催 日 時  令和３年10月26日(火) 午後５時～ 

２ 開 催 場 所  市役所３階 大会議室 

３ 委員の定数  ５名 

４ 委員の現在数    ５名 

５ 出席委員等氏名    石原大三 山本なつみ 金谷潤子 道音博昭 伊東眞 

６ 欠席委員等氏名    なし 

７ 説明のため出    事務局長(兼スポーツ課長)  上田 博之 

席した者の職  学 務 課 長       椎名 千里 

氏名      生涯学習課長       地崎 紀子 

      子ども課長       落合 真理子 

      教育センター所長     内生蔵 久美 

      学務課主幹        永田 光司 

      学務課総務主任      荒田 雄一郎 

８ 会議に付した事項 

日程第１ 前回会議録の承認について 

 

日程第２ 教育長の報告 

 

日程第３ その他 

   ・いじめ問題について 

・全国学力学習状況調査各校による分析について 

・働く婦人の家まつりについて 

・子どもサミットについて 

・古文書にみる人々の暮らしについて 

 

９ 会議の要旨 

伊東教育長 

 

 

 

 

 

伊東教育長 

 

 

それでは、ただいまから10月定例会を開会する。 

では日程第１ 前回会議録の承認について、事前に会議録を送付しているが、

これについてご意見、ご質疑等はないか。 

 

（質疑なし） 

 

では、前回会議録は承認されたものとする。 

続いて、日程第２ 教育長の報告ということで、私から説明する。 
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伊東教育長 

 

 

 

伊東教育長 

 

内生蔵所長 

 

地崎課長 

 

 

伊東教育長 

 

 

 

 

 

道音委員 

 

 

地崎課長 

 

 

道音委員 

 

 

地崎課長 

 

 

伊東教育長 

 

 

 

 

（業務経過等について 資料に基づき報告） 

 

ただいまの報告について、ご意見、ご質疑等はないか。 

 

（質疑なし） 

 

では、日程第３ その他について説明願う。 

 

（いじめ問題・全国学力学習状況調査各校による分析について説明） 

 

（働く婦人の家まつり・子どもサミット・古文書にみる人々の暮らしについ

て） 

 

ただいまの説明について、ご意見、ご質疑等はないか。 

 

（なし） 

 

他に何かあれば。 

 

成人は、民法改正で18歳となったが、成人式は18歳、19歳、20歳の３歳分を１

年間で一緒にするのか。 

 

18歳を対象に成人式をするとなると同じ日に同時にするのは難しく、何日間に

分けてやることになると思う。 

 

成人式の日は、20歳の人に優先とするのか。そうすると18歳、19歳は別の日に

ずれるのか。 

 

18歳の誕生日を迎えた時に成人となり、高校３年生の在学中の参加はなかなか

難しいので、いつがいいか検討しているところ。 

 

令和４年度は通常通り。令和５年度、20歳の人は、成人式前後に二十歳の集い

をやることになると思うが、そのあといつ切り替えるか。選挙権が18歳からと

なって、民法が改正され、法務省の報告書に、「成人は18歳であり、自覚を促

すための行事を行うことが望ましい。」という意見もあり、できるだけ近づけ

ることを考えたい。１月でない時期に開催できるのか、他の市町村の動向を見
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道音委員 

 

伊東教育長 

 

 

 

 

山本委員 

 

 

椎名課長 

 

 

 

山本委員 

 

 

 

 

 

椎名課長 

 

 

 

 

 

 

 

山本委員 

 

落合課長 

 

 

 

ながら検討していく。 

 

成人式をすると、夏休みなど学生が集まりやすい時期か。 

 

二十歳の集いだと、卒業から２年程経って同級会的な意味合いもあった。今

後、同級会を行政がやる意味があるかということになるが、それ以上の意味は

ないのか、いろいろご意見をいただきながら、検討を深めていきたい。 

 

 

不登校の子の内、怪我したなどでなく心理的な面で７日間以上となり、長期に

渡って学校に来られない子は、何人いるか。 

  

９月時点で、３カ月続けて７日以上の休みがある子供は、小・中学校合わせて

18名。小学校で５名、中学校は保健室登校等も含めて小学校より多くなってい

る。 

 

スクールカウンセラーや心理士等との連携をきちんとしていかないといけな

い。医療は長いスパンで見る。教育は、小学校は６年の間、中学校は３年の間

とスパンが短い。医者と教員で意見が違う場合がある。医者はのんびりしたこ

とを言うが、学校はその期間になんとかできないかと、そうすると子供たちが

よけい混乱する。学校で立ち直る子はいるのか。 

 

９月は夏休み明けで、不登校の子が多くなりもするが、逆に９月から復帰して

きた子どももいる。来られなくなった子供には、臨床心理士や医療機関にかか

るなどの対応について、学校とも相談している。県の総合教育センター等にも

相談し、どの対応が良いのか相談をしながら進めている。 

一人一人見ていかないといけなく、また保護者の方の協力も大切であり、各学

校と連携しながら進めている。 

 

 

西部小学校の学童の農業体験の畑は、順調にいっているか。 

 

西加積地区の３人程の方に、定期的に支援していただき、１学期はジャガイモ

とトマトがかなり収穫できて、関係者に配った。今は里芋の収穫が残ってい

る。 
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山本委員 

 

落合課長  

 

山本委員  

 

落合課長  

 

伊東教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

金谷委員 

 

 

 

 

 

 

椎名課長  

 

 

 

伊東教育長 

 

 

 

 

道音委員  

 

内生蔵所長 

草刈りも子供たちにさせているのか。 

 

夏休みの期間など支援者が来られ、３クラスが交代して除草等もしている。 

 

収穫だけの体験学習にならないように草むしりからみんな行うと良い。 

 

このあと放課後子ども教室の方で調理もやりたいと計画を立てている。 

 

今年は西部小学校の放課後子ども教室に農業体験のクラスが出来て、放課後子

ども教室と学童保育が一体化した。収穫だけでなく年間通して活動しているの

は、今年の特徴。 

草むしりに関しては、きれいな畑にしないといけないと思うが、多少雑草が生

え、土が保護され、流出したり養分がなくなったりせず、肥沃な土地になり、

環境にやさしい農業として、草刈りだけでうっすらと雑草が生えていたほうが

いいという考えもあると聞くが。 

 

 

１学期に滑川中学校の授業を見学したので、先日、早月中学校を見学させてい

ただいて、早月祭りの取り組み状況を見させていただいたが、チームワークの

なかで進んでいて良かった。 

運動会は見学がなかったが、文化祭の見学は委員の方で参加していいか。 

３年生の様子を見せていただいて、すごくレベルが高いので、一度最初からみ

てみたい。 

 

保護者も参加することになっているのでおっしゃっていただければ、事前に伝

える。生徒は体育館で見ていただいて、保護者は、ふれあいホールの方で大画

面スクリーンにて見ていただく予定。 

 

去年の文化祭は、コロナ禍で委員の方の出席ができなかったが、今年はできそ

うであると思う。早月中学校は、生徒どうしがわきあいあいと活動していて、

文化祭の活動は良いはたらきをしていると思う。 

 

 

全国学力調査の分析で聞きたいが、どこを目指しておられるのか。 

 

新しい指導要領では、今までの「先生が教えること」から「子供が主体的に勉
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道音委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内生蔵所長  

 

 

 

 

 

 

伊東教育長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊東教育長 

強したいと思うような授業改善が必要である。今は、予測困難な時代なので、

こういう課題があるとこう対処するとか、意識をもって勉強に取り組むことが

大切であると感じている。また、全国学力調査は問題文がたくさんあって読む

だけでも国語の力が必要である。いろんな人が関わる時に書いてあるものを読

んでコミュニケーションをとっていくことが大事である。 

 

（各校の分析報告(第1報)を見て）県より良かった、全国より良かったという表

記が目立つが、そこをクリアすればいいのか。目指すものによって、答えを導

く途中の過程が重要なのか、それとも正解が求められているのか。 

そういうことを目指すために何をどうしていくのかが、この分析の文だけじゃ

見えない。各小学校で書かれていることがバラバラなので、統一性をもった中

で、各小学校が他の学校を見て参考にできるようにしては。 

出来ている子を上げることが目標か、全体的に平均点だけが上がればいいの

か。本当に分からない子をどう導いていくかが大事ではないか。そのように分

析をまとめられた方がいいのではないか。 

 

 

良かった悪かったでは結果だけ見ているだけなので、そうでなく、去年、一昨

年も読解力が悪かったので、全校で作文をしようとか読書をして、そこに伸び

が見られるか見られないかが一つの視点になる。 

出来ていない子がどういう間違え方をしていて、どこに教師として授業改善を

していけばいいか、誤答分析を見て各校の強み弱みを見て、これから取り組ん

でいく。この文章の表現も考える。 

 

以前の学力は、知識・技能をもって答えられることが求められた。今は、学力

は幅広い資質能力を求められている。正解が求められない課題に対して、これ

から社会で生きていく人として、例えば、文書を読み、データを読み、表を読

み、そこから表現していく。そのような、これまでのテストと異なる観点で問

題が出題されている。教員にとって教科書を教えるだけの授業をしていても、

この学力調査には答えられない。簡単な問題は出来ているが、幅広く資質能力

を求める問題はできていないとすると、それは授業に課題があるので、改善し

ていく必要がある。そのような問題が出てきたときに解けるためには、日頃か

ら課題解決型の学習が必要となる。先生方に各学校で研修していきたい。 

 

 

私から一点あるのだが、委員での学校の視察を実施したい。以前は、各学校で
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伊東教育長 

 

永田主幹 

 

 

 

伊東教育長 

 

の研修の時などに一緒に行っていただいていたが、委員さんも忙しいと思う

が、出来るだけ、各学校の授業を見たりする機会をとりたい。出来るだけ日程

を調整させていただき、現場を見ないといけないと思う。 

 

 

最後に11月の行事予定について説明願う。 

 

（11月行事予定について説明） 

 

（次回の定例会の開催を11月18日（木）午後４時30分に決定） 

 

以上で本日の日程は全て終了した。これで教育委員会10月定例会を閉会する。

（午後６時30分終了） 

 

 

 


